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警報発表等の学校対応について（お知らせ） 

 
  初夏の候 保護者の皆様には益々ご健勝にてお過ごしのこととお喜び申し上げます。  
 平素より本校の教育活動の推進につきまして、格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 
 さて、令和８年５月２９日（金）より、気象庁による防災気象情報の運用が変更され、これまでの警報・注意報に加え、
「警戒レベル（１～５）」に対応した情報が発表されることとなりました。特に、新たに「危険警報（警戒レベル４）」が
設けられ、避難行動の判断がより明確になります。 
これに伴い、本校では児童の安全確保を最優先に、下記のとおり対応いたしますので、ご理解とご協力をお願いいたし

ます。 
 
【令和８年５月２９日（金）から運用される気象警報について】（気象庁ホームページより抜粋） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 登校前の対応 
 午前６時 30分時点で、次のいずれかが発表されている場合 
（１）警戒レベル４相当（危険警報）以上が発表されている場合 は「臨時休校」とします。 
（２）警戒レベル３相当（各種警報）の場合は 「自宅待機」とします。 

      ・午前８時 30分現在も継続されている場合は原則として「臨時休校」とします。 
   ・午前８時 30分までに解除された場合は原則として「授業を実施」しますので、登校時刻等について｢tetoru」、学校ホ

ームページ等にてお知らせします。 
  （３）登校途中に上記の警報が発表された場合は、原則として一旦登校とします。 
    この際は、児童の安全確保を最優先した対応をします。 
 （４）上記に該当しない（警戒レベル２以下）場合 
   ・通常どおり登校します。 
   ・ただし、通学路の安全が確保できないと判断した場合は登校を見合わせます。 
 
 ２ 在校中の対応 
  在校中に警戒レベル３以上の情報が発表された場合は、状況に応じて以下の対応にします。 
  ・天候や通学路等の状況から、下校又は学校待機等、児童の安全を最優先に対応します。 
  ・下校時刻を早めて帰宅させる場合、「tetoru」にて連絡をします。 
  ・警報発表の有無に関わらず、児童の集団下校の安全が確保できないような緊急の場合も、「tetoru」にて連絡をしま

す。保護者の皆さまにお迎えをお願いし、引き渡し下校をさせていただくこともあります。 
 
 ３ その他の対応について 
 （１）暴風・大雪・暴風雪について 【従来どおり「注意報・警報・特別警報」で発表されます。 
   ・午前６時 30分現在で特別警報が発表されている場合→「臨時休校」 
   ・午前６時 30分現在で警報が発表されている場合→「自宅待機」 

・午前８時 30分現在も継続されている場合→ 原則として「臨時休校」 
    ※ただし、「大雪警報」は状況によって登校とする場合があります。 
（２）南丹市に「雷注意報」が発表されており、かつ、黒雲、突風や気温の低下、激しい降雨があり、雷鳴が認められ

る場合 
   【登校時】・安全を第一に考え、自宅で待機します。 
          ・登校中の場合は、原則として一旦登校し、児童の安全確保を最優先にした対応をします。 

・雷鳴等が収まった後の登校時刻については、「tetoru」にてお知らせします。 
   【下校時】・気象状況によっては、下校時刻を遅らせることがあります。その場合、「tetoru」にてお知らせします。 

・激しい雷鳴や降雨が続く等の場合は、「引き渡し」を行うことがあります。 
         その場合も「tetoru」にてお知らせします。 
 
 
 ４ お願い 
  ・臨時休校の措置をとった場合、ご家庭におきましては、児童の安全確保のため、外出させない等のご配慮をお願い

します。 
   ・通常と異なる対応をするときは「tetoru」にてお知らせします。 

【登校前】午前６時 30分、午前８時 30分を原則  【在校中】その都度 
 

変更になります！ 

洪水警報 

 ⇒「レベル３氾濫警報」 

洪水注意報 

 ⇒「レベル２氾濫注意報」 


